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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

◆部活動の現状

・玉名市の中学生の運動部活動加入率は60％で、バドミントン、陸上、ソフトテニスの個人種目への加入

者が約半数となっている。団体種目においては単一校での大会参加が困難な状況が続いている。

・競技経験のある教員が担当している部活動は57％、競技経験のない教員が外部指導者に頼って担当

している部活動が32％、競技経験のない教員が担当し外部指導者の配置もない部活動が11％ある。

（右図）

・部活動指導員3人、外部指導者49人が、配置されているが平日に指導ができる指導者は少数である。

・教員の約半数が５０代、６０代で、高齢化が進んでいる。

◆部活動の課題

・団体種目においては、単一校でのチーム編成が困難で毎年合同部活動編成に苦慮している。

・部活動の廃部等で、生徒がやりたい種目が学校にない状況がみられる。

・クラブチームに所属する生徒が増え、部活動加入率も低下傾向にある。

・部活動指導を希望する教員は全体の32％と低く、部活動を負担に感じる教員が多数いる。

・外部指導者が不足し、専門的な指導ができていない部も多い。

人口 63.550人(R5.11) 部活動数 52部活

公立中学校数 ６校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 1561人(R5.4月現在） 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済み
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

第１回中学校部活動地域移行検討委員会（5/9）委嘱状交付、運営体制について、今後の事業スケジュール確認

先進地視察研修 長崎県長与町教育委員会（5/24）地域クラブ運営体制についての協議

第２回中学校部活動地域移行検討委員会（6/7）地域部活動についての協議会（ワークショップ形式での協議）、意見交換

第３回中学校部活動地域移行検討委員会（7/19）地域部活動「玉名モデル」について説明

玉名市内中学校教職員説明会、地区別保護者説明会、地域部活動指導者研修会及び説明会、各地域部活動説明会

※条件が整ったところから地域部活動「玉名モデル」がスタート（10/7～）12月までに９部活動が地域へ移行した

部活動地域移行啓発講演会（10/19）講師：長崎県長与町教育長 金﨑良一氏 演題：「学校部活動から地域スポーツ活動への移行！」

第４回中学校部活動地域移行検討委員会（12/13）地域部活動進捗状況、次年度の地域部活動募集について

地域部活動指導者研修会及び協議会(2/9）講師：九州看護福祉大学准教 平﨑和雄氏 演題：「スポーツ障害について」 年間反省・意見交換会

第５回中学校部活動地域移行検討委員会（3/15）本年度の取組状況・年間反省、次年度の地域部活動移行予定、今後の方向性の確認

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育総務課（学校教育）

総括コーディネーター（兼文化部活動担当）１名

検討委員会（案内、進行、まとめ）

文化部活動地域移行計画立案

小学校放課後スポーツ教室

⚫ スポーツ振興課（社会教育）

コーディネーター（運動部活動担当）１名

運動部活動地域移行立案、地域部活動（玉名モデル）

いだてん玉名SC、スポーツ協会等連絡調整

会計年度職員１名

地域部活動 名簿管理、指導者謝金支払、保険対応等

※イメージ図
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ５校 実施した種目 男子バレーボール,女子バレーボール,卓球、ラグビー

合同部活動に取り組
んだ部活動数

４部活

参加校名 有明中学校、天水中学校

実施した種目 男子バレーボール、女子バレーボール

１か月あたりの平均的な
活動回数

月４回程度（休日４回）

顧問の属性 有明中学校の教師が顧問を担当

指導者の主な属性 顧問）教師
技術指導）いだてん玉名から外部指導者を派遣

活動場所 天水中学校体育館・有明中学校体育館

主な移動手段 保護者送迎

１人あたりの参加会費
（年額）

男子 10000円/年
女子 30000円/年

１人あたりの保険料 CHUBB保険
（総合型地域スポーツクラブ専用補償プラン）
いだてん玉名SC年会費（2000円）に含む

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 有明中学校【拠点校】

・拠点校として顧問教師を配置し、トラブル発生時の現場での初動対応

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席

⚫ 天水中学校

・自校の生徒の保険加入手続き

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席
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２．実証内容と成果

取組内容

地域合同部活動実施に向けた関係者による協議会を設置し、問題解決に向けた方策を協議する。天水中、有明中学校２校、それぞれ２

部活動を対象に地域合同部活動を総合型地域スポーツクラブ（いだてん玉名SC）に委託し実施する。平日は学校部活動、休日は地域部

活動として活動する。

取組事項

取組の
成果

●保護者等への啓発 ・玉名市ホームページの特設コーナーの設置 ・地元ケーブルテレビの取材・放映（検討委員会、地域部活動）

・啓発チラシ作成・配布 ・地域移行啓発講演会（講師：長崎県長与町金﨑教育長）の開催（10月） ・新入生説明会（１月）

●玉名市スポーツ協会、各種目団体等との連携 ・各種目団体との協議会 ・合同練習会の開催 ・指導者資格取得補助

・教員の引率を必要としない大会の開催、教員以外での大会運営 ・スポーツバイキング（体験教室）の開催

特に
工夫した
事項

保護者アンケートでは、地域部活動に関して十分に理解されていない部分も見られた。一般・保護者向けに、マスコミ・玉名市ホームページ等

で地域部活動の現状や魅力・必要性等の情報発信に努めたい。また、本年度玉名市では、合同部活動方式で４部、拠点校方式で５部の

地域部活動がスタートした。今後、現在の地域部活動をモデルに、すべての学校部活動を地域に移行できるよう条件整備に努めたい。

今後の
課題と
対応方針

●天水中、有明中バレーボール合同部活動を実施までの経緯
・７月：玉名市校長会議・中学校教職員への説明会
・８月：地域部活動指導者説明会の開催
・９月：男子・女子バレーボール部保護者説明会、入会手続き
・10月：休日の地域部活動開始
●改善できた点
・単一校ではチーム編成ができない状況が改善され大会へ参加
・専門的な指導者により技術的にレベルアップ
・教員の時間外勤務時間削減と休日の部活動指導からの解放
●生徒・保護者の満足度（１月：アンケート調査より）
・生徒の91％、保護者の53％が満足
・保護者の26％が「どちらでもない」、21％が「やや不満」
・保護者の74％が今後の地域部活動に参加させたいと回答
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【検討委員会で提案した地域部活動のイメージ】 【地域部活動参加者108名を対象としたアンケート結果】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【有明天水地区保護者説明会】 玉名市教育委員会としての部活動地域
移行基本方針と地域部活動「玉名モデル」の具体的な内容を関係保護者に
説明し、理解を求めた。 2023.8.1（横島公民館）41名参加

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【有明中学校・天水中学校合同男子バレーボール部】 地域部活動指導者が監
督、コーチとして登録し、初めて県新人大会に出場した。（ベンチで指導して
いるのは地域指導者） 2024.1.20熊本市内中学校体育館にて

【有明中学校・天水中学校合同女子バレーボール部】 地域部活動指導者が監
督となり、玉名荒尾春季中学生バレーボール大会に出場した。（地域指導
者による試合前のコート練習の様子）2023.3.2 和水町体育館にて

【第１回玉名市立中学校部活動地域移行検討委員会】 スポーツ協会、文化
協会、中学校長会、総合型地域スポーツクラブなど関係団体より選出された
委員に委嘱状が渡された。2023.5.9 玉名市総合体育館会議室にて

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ
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